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　コシの四隅突出型墳丘墓は、平成 9 年 5 月現在で、
「越前」に 3 遺跡 0 基、「加賀」に  遺跡 2 基、「越中」




























　規模は、主丘部が一辺 . ｍ（小羽山 7 号墓）から、
一辺 5 ｍ（南春日山  号墓）（３）まである。つまり在
来の方形周溝墓と同規模のものや、埋葬施設・副葬品
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　「背景」では 987 年に筆者らがフィールド ･ ミュー
ジアムの太平洋人類学コレクションの分析を始めたこ














クション 065 点の中から 07 点の木製容器を分析対
象として抽出している。
　「形態の分類」では、物質文化の様相をつなぎ合
わ せ る た め に、「 ４ つ の 修 辞 的 な 特 徴（Terrell and 
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